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は
る
か
西
の
空
、
松
岡
城
趾

の
肩
越
し
に
真
赤
な
太
陽
が
沈

も
う
と
す
る
時
、
下
市
田
中
段

か
ら
見
上
げ
る
空
は
、
見
事
な

色
に
染
ま
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
区
民
会
館
前
か

ら
南

へ
と
向
か
う
新
設
の
道
路

に
と

っ
て
、
此
の
時
間
帯
の
風

景
は
、
最
も
美
し
い

一
枚
の
絵

を
思
わ
せ
て
く
れ
る
刻
と
な
る

の
で
す
。

先
頃
、
下
市
田
区
で
実
施
し

た
此
の
道
路

（正
確
に
は
農
道

四
七
二
号
線
）

へ
の
愛
称
募
集

に
よ
り
、
多
数
の
応
募
名
の
中

か
ら
、
「夕
映
え
道
路
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

以
前
開
通
し
た
、
出
砂
原
か

ら
二
区

へ
通
じ
て
い
る

「
朝
霧

道
路
」
（町
道

一
〇
三
号
線
）
と

共
に
、
下
市
田
を
ィ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
道
路
名
と
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
定
着
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
校
帰
り
の
子
供
た
ち
が
、

自
分
の
影
を
長
く
伸
ば
し
な
が

ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
な
ら
し
て

元
気
よ
く
か
け
て
行
く
道
。　
一

日
の
作
業
を
終
え
た
人
々
が
、

家
路
を
急
ぐ
道
。
こ
の

「夕
映

え
道
路
」
が
事
故
の
な
い
安
全

な
道
と
し
て
、
更
に
ま
た
、
未

来

へ
の
発
展

へ
つ
な
が
る
道
と

な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

（関
連
記
事
は
７
ペ
ー
ジ
）
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平
成
十
三
年
の

新
春
、
二
十

一
世

紀
の
幕
明
け
を
迎

え
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

昨
年
迄
の
二
十

世
紀
は
、
明
治
三

十
四
年

（
一
九
〇

一
）
年
よ
り
百
年

の
歳
月
で
あ
り
、
前
半
は
戦
争

の
明
け
暮
れ
で
し
た
。
昭
和
二

十
年
に
戦
い
に
敗
れ
、
戦
災
復

興
に
立
ち
上
が
り
国
民
は
懸
命

な
努
力
の
中
で
今
日
の
日
本
の

地
位
、
町

・
区
の
地
位
を
築
い

て
参
り
ま
し
た
。
又
そ
の
反
面

経
済
発
展
を
重
視
、
負
の
部
分

が
大
量
消
費
、
大
量
汚
染
と
し

て
私
達
の
住
む
地
球
は
環
境
汚

染
と
云
う
厳
し
い
現
実
と
な
り

ま
し
た
。
明
け
て
二
十

一
世
紀

は
十
二
支
巳
年
で
あ
り
ま
す
。

蛇
は
絶
食
に
も
耐
え
る
冬
眠
と

云
う
習
性
を
も

つ
動
物
で
あ
り
、

省
ｉ
ネ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
量
消
費

の
前
世
紀
か
ら
巳
年
省

エ
ネ
の

幕
開
け
が
何
を
意
味
す
る
か
、

環
境
元
年
と
言
わ
れ
る
世
紀
の

ス
タ
ー
ト
に
省

エ
ネ
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
到
来
、
大
量
汚
染
か
ら

の
脱
却
に
こ
の
偶
然
を
生
か
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
頭

に
決
意
を
致
し
ま
し
た
。

前
年
は
、
下
市
田
区
内
の
い

く

つ
か
の
要
望
が
具
体
化
さ
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
下
市
田

へ
郵
便
局
を
欲
し
い
と
云
う
強

い
念
願
で
、
平
成
七
年
区
内
の

署
名
四
千
人
余
を
と
り
信
越
郵

政
局

へ
陳
情
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
六
年
の
日
時
を
要
し
ま
し

た
が
具
体
化
の
運
び
に
な
り
ま

し
た
。
町
当
局
を
始
め
特
定
局

局
長
会
の
方
の
協
力
を
頂
き
、

国
会
議
員
の
先
生
の
力
強
い
応

援
の
中
で
本
年
七
月
頃
開
局
を

メ
ド
に
作
業
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
協
力
頂
き
ま
し
た
方
々
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
下
市
田
駅
前
の
交
差
点

へ
信

号
機
設
置
の
強
い
要
望
に
つ
き

ま
し
て
も
、
町
当
局
、
県
会
議

員
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
ニ
ケ

年
余
を
要
し
ま
し
た
が
具
体
的

と
な
り
、
地
権
者
の
方
々
の
協

力
を
頂
き
作
業
が
進
行
致
し
て

お
り
ま
す
。
天
竜
社
跡
地

へ
福

祉
施
設
設
置
の
要
望
も
署
名
を

行
い
陳
情
致
し
ま
し
た
。
町
当

局
の
御
理
解
に
よ
り
、
福
祉
複

合
施
設
と
し
て
昨
年
十
二
月
入

札
の
結
果
十
三
億
余
で
決
定
し
、

本
年

一
月
二
十
日
安
全
祈
願
祭

が
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
振

り
返
り
ま
す
と
平
成
十
二
年
は

様
々
な
事
が
具
体
化
さ
れ
た
年

で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
区
民

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し

つ
つ

筆
を
置
き
ま
す
。

区の情勢について

区長 富 田 隆 仁

平
成
十
二
年

一
月

一
日
か
ら
　
一
番
太
鼓
練
習
の
五
十
七
件
、

十
二
月
三
十

一
日
ま
で

一
年
間
　
二
番
読
書
会
の
五
十
五
件
、
三

の
区
民
会
館
利
用
状
況
を
報
告
　
番
委
員
会
の
五
十
件
、
四
番
は

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
伴
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
役
員

一
、
利
用
目
的
の
件
数
　
　
　
　
会
の
四
十
二
件
と
な
り
ま
し
た
。

年
六
百
六
十
四
件
と
な
り
、
　
　
月
平
均
五
十
五
件
と
な
り
、

多

い
月
は
十
月

の

六
十
六
件

で
、
少

な
い
月
は
八
月

の

三
十
九
件
と
な
り

ま
し
た
。

日
平
均

一
・
八

件
と
な
り
ま
し
た
。

二
、
利
用
時
間
の

回
数
年
七
百
四
十
六

回
と
な
り
、
午
前

中
が
百
五
十
回
、

午
後
五
時
ま
で
が

百
八
十
八
回
、
午

後
十
時
ま
で
が
四

百
八
回
で
最
も
多

い
回
数

で
し
た
。

年
千
百
二
十
回

と
な
り
、　
一
番

一

―
三
号
室

の
二
百

三
十
九
回
、
二
番

大

ホ
ー
ル
の
二
百

十
回
、
三
番

一
―

一
号
室

の
百
九
十

八
回
と
な
り
ま
し

た
。区
民
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

下市田区民会館利用状況   副区長 塩沢 学
t

月別

時   間
利用

目的
事務室

1-1

号室

1-2
号室

1-3
号室
調理室

2-1・ 2

号室

2-3
号室

2-4
号室
萩の間

大

ホール
言十1時～

12時
時～
5時
6時～
10時

計

11 30 50 47 17 ll 65

15 20 36 71 64 22 15 25 10 18 111

17 23 34 74 59 26 35 11 27 153

12 23 36 71 61 15 16 24 12 16 99

11 12 40 63 59 17 17 16 83

12 12 37 61 54 16 14 18 19 86

11 19 29 59 52 18 14 20 13 18 110

26 44 39 12 11 11 57

13 15 34 62 57 16 10 16 20 85

10 15 17 43 75 66 14 18 13 13 25 108

11 10 16 30 56 51 17 11 16 15 84

12 16 ll 33 60 55 13 11 22 14 79

150 188 408 746 664 13 198 146 239 32 71 71 107 33 210 1,120

委
員
会
活
動
報
告

消
防
委
員
長

中

村

敏

彦

よ
る
交
換
も
四
月

～
八
月
ま
で
に
各

区
の
要
請
に
合
わ

せ
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、

月
に
は
関
係
な
く
点
検
し
て
お

り
ま
す
。
九
月
防
災
訓
練
、
各

区
で
は
消
火
器
に
よ
る
消
火
、

消
火
栓
に
よ
る
消
火
、
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
、
又
万
が

一
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
避
難
場
所
の
確
認
、

老
人
家
庭
の
誘
導
等
が
行
わ
れ

ま
し́
た
。

十

一
月
二
日
に
は
下
市
田
区

放
水
訓
練
を
行
い
、
今
回
は
消

防
車
に
よ
る
放
水
訓
練
、
消
火

栓
に
よ
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

春
先
は
空
気
も
乾
燥
し
て
、

火
災
の
発
生
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
下
市
田
区

よ
り
火
災
を
出
さ
な
い
様
に
お

願
い
し
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
日
頃
消
防

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
、

活
動
報
告
と
区
内
の
状
況
を
報

告
致
し
ま
す
。

今
回
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

四
月
の
堤
の
見
回
り
、
中
小
河

川
の
見
回
り
、
区
内
水
利
状
況

の
確
認
を
、
七
月
二
十
三
日
日

曜
日
に
行
い
ま
し
た
。
各
中
小

河
川
、
巡
礼
沢
の
川
、
長
司
ケ

洞
の
川
、
間
ケ
沢
堤
、
新
堤
、

ひ
ょ
う
た
ん
堤
の
五
ケ
所
を
重

点
に
見
回
り
ま
し
て
、
特
に
長

司
ケ
洞
の
井
水
が
ゴ
ミ
等
が
あ

り
ま
し
て
、
危
険
で
あ

っ
た
の

で
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
た
。

万
が

一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

下
流
の
民
家
に
被
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

消
防
委
員
会
で
は
、
昭
和
三

十
六
年
の
伊
那
谷
を
襲

っ
た
集

中
豪
雨
を
教
訓
に
、
委
員
が
各

人
持
ち
場
を
当
た
り
ま
し
て
、

災
害
に
な
ら
な
い
様

つ
と
め
て

区
内
を
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
六
月

・
七
月
の
雨
期
が
危

険
だ
と
思
い
ま
す
。
八
月
に
は

各
区
に
於
け
る
消
火
栓
の
点
検

を
行
い
、
ホ
ー
ス
の
破
損
等
に
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高
森
町
の
公
民
館
活
動
の
長

い
歴
史
の
中
で
、
下
市
田
は
全

体
が

一
つ
の
分
館
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
町
全
体
の
活
動
の

中
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

又
、
下
市
田
で
は
こ
れ
を
分
館

と
言
わ
ず
、
下
市
田
公
民
館
と

し
て
独
自
の
事
業
も
多
く
行
い
、

区
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

柱
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
来
た
。

そ
う
し
た
中
で
平
成
十
年
度

に
町
の
公
民
館
組
織
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
伴

っ
て
下
市
田
全
体
を

支
館
、
各
区

（部
落
）
を
分
館

と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ

を
契
機
に
下
市
田
の
分
館
長

・

主
事
会

・
部
員
会
、
又
そ
の
他

の
会
議
等
の
中
か
ら
、
公
民
館

の
組
織
や
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
意
見

・
要
望
が
出
さ
れ
、

特
に

「各
部
落
が
分
館
と
し
て

独
立
し
、
本
館
の
事
業
が
分
館

と
直
結
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
支
館
八
下
市
田
公
民
館
）

は
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
総

合
的
に
研
究
し
、
将
来

へ
の
方

向
づ
け
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
十
二
年
五
月
、
区
内
の
関

係
者
に
よ
る

「
下
市
田
公
民
館

研
究
委
員
会

（委
員
名
簿
は
八

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
」
を
発
足
し
、

次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
延
ベ

五
回
に
亘
り
委
員
会
を
開
催
し
、

研
究
が
行
わ
れ
た
。

０

下
市
田
支
館
の
位
置
づ
け

０

下
市
田
支
館
の
事
業
内
容

０

役
員
組
織
と
選
出
方
法

回

公
民
館
図
書
の
対
応

０

分
館
長

・
分
館
主
事
の

位
置
づ
け
、
そ
の
他

こ
の
研
究
委
員
会
の
経
過
と

内
容
を
十
月
末
に
報
告
書
の
形

で
ま
と
め
、
十

一
月
の
代
議
員

会
に
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各

部
落
長
さ
ん
、
分
館
長
さ
ん
か

ら
の
報
告
等
で
ご
承
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
こ
と
を
い
く

つ
か
上

げ
ま
す
と
、
前
記
０
、
０
の
件

に
つ
い
て
は
、
下
市
田
支
館
の

事
業
は
本
館
や
分
館
の
事
業
と

の
重
複
を
避
け
、
多
く
行
う
必

要
は
な
い
、
下
市
田
公
民
館
の

伝
統
を
踏
ま
え
、
下
市
田
全
体

で
行
う
こ
と
が
成
果
が
上
が
る

と
思
わ
れ
る
事
業

［地
元
町
議

と
の
懇
談
会
、
萩
の
里
祭
り
、

文
化
祭
り
敬
老
会

（軽
ス
ポ
ー

ツ
を
含
む
）
、
区
報

（館
報
）
の

発
行
な
ど
］
を
各
分
館
と
の
連

携
の
も
と
に
行
い
、
下
市
田
の

伝
統
と
風
土
を
守
り
、
時
代
の

要
請
に
応
え
る
活
動
を
行
う
の

が
下
市
田
支
館
で
あ
る
と
の
方

向
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

０
の
件
に
つ
い
て
は
、
役
員

の
総
数
に
は
変
更
は
な
い
が
、

選
出
の
方
法
が
本
館
部
員
は
各

分
館
か
ら
六
名

（体
育
部
二
名
、

教
養
、
図
書
、
編
集
、
視
聴
覚

各
部
は

一
名
）
を
直
接
選
出
し
、

支
館
部
員
は
別
に
各
分
館
か
ら

（
二
〇
〇
戸
以
上

の
分
館
は
四

名
、
二
〇
〇
戸
未
満
の
分
館
は

三
名
）
選
出
し
、
本
館
と
支
館

は
兼
務
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従

っ
て
支
館
部
員
は
二
十

名
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
迄
の

よ
う
に
各
部
を
置
か
ず
全
員
が

一
つ
に
な

っ
て
総
て
の
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
記
０
、
国
の
件
に
つ
い
て

は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
割
愛
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
を
も
と

に
下
市
田
支
館
の
館
則
の
全
面

的
な
見
直
し
を
行
い
、
十
二
月

上
旬
公
民
館
運
営
委
員
会
、
代

議
員
会
の
議
を
経
て
新
館
則
が

で
き
、
昨
年
暮
各
ご
家
庭
に
配

布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
責

・
木
下
　
豊

高森町公民館下市田支館館則

字句は変わっても、内容の変わらない条項は省略 第 1条 (名称
及び事務所)、 第 2条 (組織)、 第 4条 (分館の設置)、 第 7条 (任

期)、 第11条 (経費)、 第12条 (会計監査)、 第13条 (会計年度)

(目 的)
第 3条  この支館は、区民の健康増進と文化の向上を図り、生活環
境の改善、社会福祉、コミュニティの推進など、地域づくり

に寄与することを目的とする。

(役 員)
第 5条 支館には次の役員をおく。
(1)支館長・副支館長・支館主事 各 1名

(2)分館長 6名・分館主事 6名

(3)支館部員若千名 (20名 )(本館は兼務しない。)
(4)分館長主事会長、担当部長各 1名

(5)担当副部長 1～ 2名

(選 出)
第 6条 支館の役員は次の方法により選出する。
(1)支館長・副支館長・支館主事は、各戸 1票 による区民の一

般選挙による。

(2)分館長・分館主事は各分館より選出する。分館長主事会長

は、分館長・分館主事の互選による。

(3)支館部員は200戸以上の分館は各区4名、200戸未満の分館
は各区 3名を、男女案分して選出する。ただし、必要あると

きは、支館長が他の者を委嘱することができる。正副担当部

長は部員の互選による。

(役員の任務)

第 8条 支館役員の任務は次のとおりとする。
(1)支館長は支館を代表し、支館の事業運営のための必要な事

項を行う。

(2)副支館長は支館長を補佐し、支館長事故あるときは職務を

代行する。また、支館主事の業務の一部を担当する。

(3)支館主事は支館長と協議し、会議 。事業執行 。会計等の事

務処理および条件整備に当たる。

(4)分館長・分館主事は、各分館事業の企画運営に当たると共

に、支館事業の企画推進に参画し、分館との連携を密にして、

成果の向上を図る。

(5)担当部長は支館長と協議し、各事業の基本事項について立

案する。

(6)部員は、全員が支館の目的に沿って、事業の企画、推進に

当たる。

(支館の会議)

第 9条 支館の会議は、運営委員会。分館長主事会・部員会。関係
代表者会とし、必要に応じて支館長が招集する。なお、必要

あるときは、他の会議等を設置することができる。その委員

は支館長が委嘱する。

(会議の構成と任務)

第10条 支館の会議の構成および任務は次のとおりとする。
(1)支館三役は区代議員会に出席し、支館の事業計画・予算・

決算 。館則の改訂。その他重要事項の提案ならびに報告を行

い、承認を得る。また、意見を具申することができる。

(2)運営委員会は区三役・正副代議員会長・部落長・支館三役・

分館長・分館主事 。担当正副部長で構成し、事業運営につい

て協議する。

(3)分館長主事会は分館長・分館主事 。支館三役で構成し、本

館 。支館 。分館事業の調整および連携等につき協議する。

(4}部員会は部員により構成し、事業の遂行について協議する。

(5)関係代表者会は、支館事業の実施について、区内の組織・

団体・グループ。その他の代表者等を招集し、具体的に協議

して、各関係への伝達を図る。

(館則の改訂)

第14条  この館則の改訂は運営委員会において協議し、代議員会に
付し、承認を得るものとする。

附   則   (一部省略)
平成12年 12月 8日 改訂  平成13年 4月 1日 施行

一公
民
館
役
員
の
選
出
方
法

一̈一ｍ一一轟
一市
田
藁
館
の
組
織
が
変
わ
る
舗
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二
十

一
世
紀

の

惟
一
幕
明
け
で
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

達

　

巳
年
六
回
目
を

１
　
迎
え
た
年
男
。

圧
・
　

大
戦
後
五
十
七

深

池

梓
岬
鰤
卸
判
ヽ
一
一

そ
゛
　
区
　
世
紀
も
平
和
で
あ

ゞ
η
　
四
　
る
事
を
願
う
処
で

そ
ヽ
　
　
　
す
。
十
年

一
昔
と

，
■
　
　
　
言
わ
れ
た
時
代
を

生
き
て
来
た
人
間
、

そ
れ
が
今
や

一
年

で
変
わ
る
急
テ
ン
ポ
。
ス
ロ
ー

時
代
の
老
人
が
此
の
中
に
居
る

の
だ
か
ら
、
た
ま

っ
た
物
で
は

な
い
。
前
世
紀
か
ら
始
ま

っ
た
、

コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
の
発
達
。
国
を
挙

げ
て
の
Ｉ
Ｔ
革
命
。
次
か
ら
次

へ
と
出
て
来
る
新
機
種
、
名
前

位
は
覚
え
る
が
、
今
の
私
に
は

お
手
上
げ
。

親
は
パ
ソ
コ
ン
、
子
は
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
。
画
面
を
見

つ
め
て

カ
チ
カ
チ
こ
れ
で
用
が
た
せ
る

ハ
イ
テ
ク
機
、
且

っ
て
未
来
人

類
の
体
形
は
フ
ク
ス
ケ
形
に
な

る
と
言
う
事
を
読
ん
だ
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
頭
は
使
う
の
で

大
き
く
な
り
、
下
半
身
は
運
動

不
足
で
細
く
な
る
そ
う
で
す
。

正
に
現
代
が
フ
ク
ス
ケ
体
形
の

始
ま
り
始
ま
り
。

私
の
部
落
長
時
代
に
は
、
四

区
内
の
常
会
対
抗
の
野
球
大
会

が
定
番
で
し
た

が
自
然
消
滅
、

今
町
の
早
起
き

野
球
も
数
チ
ー

ム
と
か
、
随
分

の
変
化
、
こ
れ

も
Ｉ
Ｔ
の
な
せ

る
業
か
な
。

仕
事

一
筋
の

百
姓
人
間
、
こ

れ
で
は
と
古
希

を
契
機
に
軽
ス

ポ
ー
ツ
、
マ
レ
ッ

ト

（
町

の
体
協

会
員
加
入
）

に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

夏
場
少
し
ば
か

り
の
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
を
取
り
な

が
ら
、
週
三
回
五
時
半
か
ら
の

朝
稽
古
、
球
に
向
か

っ
て
静
止

の
緊
張
感
、
打
球
を
見

つ
め
て

一
喜

一
憂
、
調
和
の
と
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
。

昭
和

一
桁
の
皆
さ
ん
、
こ
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

バ
イ
ク
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
乗
せ

て
南
部
広
場

へ
…
。

ｒ
ｏ
ｔ
∽
〇
〇
一

ｋ
ト
　

レ
Ｓ

　

Ｌ
Ｋド

ヽ
″
　

ゞ
″
　

′ヽ

三

区

関

島

今
年
六
十
歳
に
な
る
私
も
、

孫
を
持

つ
身
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
を
育
て
た
時
は
、
世
の

中
の
た
め
に
な
る
人
に
な

っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

孫

に
は
、
地
球

の
た
め
に

な
る
人

に
育

っ
て
ほ
し
い

と
、
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
こ
の
頃
の
状
態
で
す
。

江
戸

の
町
が
百
万
人
都

市
と
な

っ
た
頃
、
ご
み
の

問
題
は
や
は
り
大
き
な
課

題

で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

い
な
か
と
違

っ

て
、
長
屋
な
ど

純

子

然‐こ
は
だ
ゎ
贅
頻

所
が
な
か

っ
た
か
ら
、
ご
み
は

回
収
さ
れ
て
海
の
中
に
柵
で
か

こ
み
を
作

っ
た
指
定
の
場
所
の

中
に
捨
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

職
業
と
し
て
回
収
し
舟
ま
で
運

ぶ
人
、
ご
み
を
舟
で
運
ん
で
捨

て
る
人
や
業
者
が
あ

っ
て
、
利

権
争
い
あ
り
不
法
投
棄
あ
り
で
、

奉
行
所
も
頭
を
悩
ま
す
こ
と
が

あ

っ
た
ら
し
い
。
指
定
の
柵
の

外
に
棄
て
ら
れ
た
大
量
の
ご
み

が
、
岸
辺
に
う
ち
あ
げ
ら
れ
て

悪
臭
を
放

っ
て
大
さ
わ
ぎ
に
な
っ

た
り
で
、
今
も
昔
も
人
の
心
は

あ
ま
り
進
歩
し
て
い
な
い
け
れ

ど
、
ご
み
の
内
容
は
も
の
す
ご

い
勢
い
で
、
自
然
や
健
康
を
破

壊
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
に
変
わ
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
誰
も
が

巻
き
こ
ま
れ
、
毎
日
毎
日
が
、

闘
い
と
ま
で
云
え
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま

っ
た
。
二
十
世
紀
か
ら

ひ
き

つ
が
れ
た
―
―

「
ご
み
戦

争
」
。Ｉ
Ｔ
革
命
が
、
各
家
庭

で
テ

レ
ビ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
う
に

簡
単

に
近
く
の
商
店
の
広
告
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ

た
ら
、
毎
日
ド
サ
ー

ッ
と
、
届

け
ら
れ
る
広
告
宣
伝
紙
も
少
な

く
な

っ
て
、
ジ

ャ
ン
グ

ル
の
木

も
い
た
ず
ら
に
切
ら
れ
な
く
な

っ

て
、
異
常
な
天
候
も
正
常

に
戻

せ
る
の
で
し

ょ
う
か
？

そ
ん
な
こ
と
を
ブ

ツ
ブ

ツ
考

え
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
買

い

物
袋
を
忘
れ
な
い
よ
う
心
掛
け

る
私

で
す
。

い
    ,___  1,

ｋ
ド
　

』Ｋ
”
　

陽
ド

ヽ
″
　

゛
″
　

、
フ

六

区
　
野

ま
ず
、
世
紀
を
跨
い
で

自
分
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
、

年
男
で
新
世
紀
を
迎
え
れ

た
こ
と
、
感
謝
す
べ
き
事
だ
と

思

っ
て
い
ま
す
。
か
と
云
っ
て
、

特
別
な
お
正
月
を
迎
え
た
訳
で

も
な
い
の
で
す
が
、
新
年
の
花

火
の
音
を
聞
き
な
が
ら

（本
来

な
ら
除
夜
の
鐘
で
す
が
）
横
で

寝
て
い
る
娘
達
の
寝
顔
に
静
か

な
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
娘
に
今
年
の
抱
負
を
聞

い
て
み
る
と
、
小
学
校
に
上
が

る
長
女
は

「
お
友
だ
ち
が
い
っ

ぱ

い
欲
し

い
。
」
　
一二

神

智

治

哺

激
赦

だ
ち
と
い

っ
ぱ

い
、
か
け

っ
こ

し
た
い
。
」

そ
し

て
お
父
さ
ん

へ
の
要
望
は

「
お
父
さ
ん
と

一

緒

に
凧
上
げ
を
し
た
い
。
」
「
休

み
の
日
は
寝

て
な
い
で
、
自
転

車
乗
り
や
、
お
魚

つ
り
に
連
れ

て

っ
て
。
」

確
か
に
、

こ
の
頃
子
ど
も
達

は
、
ビ
デ
オ
ば
か
り
見
て
い
る
。

私
は
横

で
寝

て
い
ら
れ
る
。

こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
わ
か

っ
て

い
る
。

で
も
、
お
父
さ
ん
だ

っ

て
毎
日
お
仕
事
し
て
る
か
ら
、

休
み
の
日
は
、
ず
ち

と
寝

て
い

た
い
。
ゆ

っ
く
り
し
た
い
。

そ
ん
な
時
、
ビ
デ
オ
が
切
れ

て
、

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
。　
一

家
四
人
殺
害

・
六
年
生
が
中
三

の
子
を
刺
す

・
医
師

の
弛
緩
剤

投
与
殺
害

・
赤
ち

ゃ
ん
連
れ
去

り
事
件
…
戦
後
ま
も
な
い
日
本

人
、
誰
も
が
夢
見
た
素
晴
ら
し

い
二
十

一
世
紀

の
幕
明
け
は
、

な
ん
て
残
酷
な
の
だ
ろ
う
。

こ

う
な
る
日
本
を
予
想
し
て
い
た

人
も

い
る
。
　
一
体
、
何
が
い
け

な
い
の
か
。
私

の
子
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
事
は
し
て
い
ら
れ
な

い
。
子
ど
も
は
ち

ゃ
ん
と
訴
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
父
親
、

家
族
、
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
の

大
切
さ
を
。

「
う
―
ん
」
と
伸
び
を
し
て

起
き
上
が
る
。
二
十

一
世
紀
、

平
和
な
家
庭
、
子
ど
も
達

の
た

め
に
、
お
父
さ
ん
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
こ
う
。

」

・.ら .ネ

言21‐i兒.4:L=皇:1二処ね::::卜

|

彗撃騨

Ｌ

い
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ふ
る
さ
と
祭
り

テ
ン
ト
村
か
ら

項

で
あ

っ
た
お

し
る
こ
を
盛
る

容
器
を
発
泡

ス

チ

ロ
ー
ル
の
も

の
か
ら
紙
製
の
も
の
に
替
え
る

こ
と
が
で
き
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
に
も
手
を
打
て
た
こ
と
が

よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
も
、
ふ
る
さ
と

祭
り
に
お
出
か
け
の
折
に
は
下

市
田
の
お
じ
る
こ
店
に
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

又
、
テ
ン
ト
村

へ
の
史
談
会

の
資
料
展
示
が
、
あ
の
環
境
と

雰
囲
気
の
中
で
は
見
学
者
も
少

な
く
、
折
角
の
展
示
も
成
果
が

上
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
本

年
度
は
下
市
田
で
は
お
じ
る
こ

最
近
の
情
報
社

会
で
は
、
生
活
の

中
心
が
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

・
パ
ソ
コ

ン
等
に
移

っ
て
い

る
為
か
、
自
ら
進

ん
で
図
書
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
人

が
少
な
く
な

っ
て

来
て
い
ま
す
。

毎
月

一
回
の
図

書
当
番
で
公
民
館

に
居
て
も
ほ
と
ん

ど
借
り
に
来
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状

態
の
中
で
今
後
ど
う
し
た
ら
良

い
か
図
書
部
員

・
公
民
館
三
役

の
方
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
公
民
館
に

図
書
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
」

「
ロ
ビ
ー
で
休

憩
を
す
る
時
、

近
く
に
本
が
あ

れ
ば
多
く
の
人

に
借
り
て
も
ら

え
る
か
も
し
れ

、一
　

　

一

な
い
」
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
今
ま

で
の
図
書
室
と

ロ
ビ
ー
に
ニ
ケ

所

（本
棚
新
設
置
）
計
三
ケ
所

で
本
を
借
り
る
事
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
、

多
く
の
人
が
借
り
て
く
れ
る
か

不
安
で
し
た
が
、
日
が
経

つ
に

つ
れ
本
棚
の
前
で
立
ち
読
み
を

す
る
人
、
床
に
座

っ
て
見
る
人

が

一
人
、
二
人
と
増
え
て
来
ま

し
た
。
当
初
の
不
安
は
、
嘘
の

よ
う
で
し
た
。

従
来
と
今
回
の
貸
出
し
状
況

を
比
べ
て
み
る
と
従
来

（
二
〇

〇
〇
年

一
月
～
八
月
ま
で
の
七

ヶ
月
間
）
は
、
借
り
た
人
二
十

六
人
、
本
の
冊
数
三
十
九
冊
、

今
回

（
二
〇
〇
〇
年
九
月
～
十

二
ま
で
の
三
ヶ
月
間
）
は
、
借

り
た
人
三
十
二
人
、
本
の
冊
数

五
十

一
冊
で
し
た
。
三
ヶ
月
間

に
こ
ん
な
に
多
く
の
方
に
た
く

さ
ん
借
り
て
頂
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
四
ヶ
月
程
過

ぎ
た
今
で
も
、
小
さ
な
子
供
か

十

一
月
十

一
、
十
二
日
の
両

日
、
下
市
田
区
で
は
高
森
町
ふ

る
さ
と
祭
リ
テ
ン
ト
村
に
、
恒

例
の
お
じ
る
こ
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
お
し

る
こ
店
は
、
以
前
は
芸
能
保
存

会
が
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進

委
員
、
各
分
館
の
分
館
長
主
事
、

婦
人
ふ
る
さ
と
の
役
員
の
方
々

が
中
心
と
な

っ
て
行
う
形
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
を
区
切
っ

て
分
担
し
ま
し
た
。
史
談
会
の

展
示
は
、
昨
年
ま
で
お
じ
る
こ

店
と
隣
り
合

っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
屋
内
の
文
化
祭
会
場

の
方

へ
場
所
を
移
し
ま
し
た
。

幸
い
、
ま
ず
ま
ず
の
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
無
料
の
お
じ
る

こ
店
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、

開
店
す
る
と
ど
ん
ど
ん
お
客
様

が
来
ら
れ
、
二
日
間
で
千
八
百

人
分
の
お
じ
る
こ
は
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は

「下
市
田
区
」
と
い

う
名
前
を
入
れ
た
赤
い
エ
プ
ロ

ン
を
揃
え
ま
し
た
。
こ
の
エ
プ

ロ
ン
は
よ
く
目
立
ち
、
好
評
で
、

呼
び
込
み
の
声
に
も
力
が
入
り
、

仲
間
意
識
の
つ
な
が
り
に
も
役

立

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
の
懸
案
事

要夕|サ‐ビス
店

の
み
出
店
し
ま
し
た
が
、
今

後

に
向
け
て
下
市
田
な
ら
で
は

の
出
店

ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

文
責

・
北

林

宮

下

幹

雄

昨
年
末
十

一
月
十
八
日
、
下

市
田
区
民
会
館
の
大
掃
除
が
支

館
三
役
、
分
館
長
、
同
主
事
、

支
館
部
員
で
、
毎
年
決
め
ら
れ

た
分
担
表
に
基
づ
き
手
際
よ
く

進
め
ら
れ
、　
一
年
間
お
世
話
に

な

っ
た
我
々
の
大
切
な
区
民
会

館
に
、
感
謝
す
る
事
が
出
来
た
。

掃
除
分
担
は
次
の
通
り
。
分

館
長

・
主
事
―
外
回
り
倉
庫
。

教
養
部
―

一
Ｆ

一
～
三
、
調
理

室
、
玄
関

ロ
ビ
ー
。
図
書
部
―

図
書
室
、
二
Ｆ
全
体
。
体
育
部
―

大
ホ
ー
ル
、
備
品
一共

廊
下
、
ト
イ
レ
、
ス

テ
ー
ジ
、
ご
ざ
拭
き
。

視
聴
覚
部
―

一
Ｆ
備

対
応
。
二
、
分
館
長
同
主
事
の
位

置
づ
け
、
以
上
の
結
果
支
館
館

則
も
変
更
等
に
伴
い
改
訂
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

研
究
委
員
は
次
の
通
り
。

一
、
下
市
田
区
三
役
。　
一
、
部

落
長
、
自
治
会
長
。　
一
、
分
館

長
。
一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委

員
。　
一
、
元
下
市
田
公
民
館
長
、

主
事
、
教
養
部
長
。　
一
、
現
支

館
三
役
、
部
長
。

「
懇
親
会
」
参
加
者
全
員
で

忘
年
会
が
開
か
れ
、
分
館
主
事

の
高
山
さ
ん
が
、
手
作
り
の
そ

ば
を
振
る
舞

っ
て
く
れ
、
日
頃

の
苦
労
な
ど
楽
し
く
語
り
合
い

終
了
し
た
。

品
室
、
外
回
り
全
体
。

合
同
会
議
は
次
の
通
り
。
本

年
度
下
市
田
支
館
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
研
究
委
員
会
を
設
置

し
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
内
容
が
、
十

一
月

の
代
議
員
会
で
了
承
さ
れ
、
新

世
紀
に
向
け
歩
み
出
す
事
と
な

り
ま
し
た
。

研
究
課
題

一、
下
市
田
支
館

の
位
置
づ
け
。
二
、
下
市
田
支
館

の
事
業
内
容
。
三
、
役
員
組
織
の

選
出
方
法
。
四
、
公
民
館
図
書
の

快調 .′ 図書貸出し
図書部長 松 澤 重 利

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
に

利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
公

民
館
に
来
た
時
は
、
自
由
に
本

を
読
む
事
が
で
き
ま
す
の
で
、

ル
ー
ル
を
守
り
ど
ん
ど
ん
借
り

て
下
さ
い
。
尚
、
本
の
取
扱
い

は
大
切
に
し
、
返
却
の
時
は
元

あ

っ
た
場
所
に
必
ず
戻
す
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

区
報
で
は
、
年
二
回
の
発
行

に
よ
り
、
区
の
情
勢

・
委
員
会

の
動
き

・
行
事

・
皆
さ
ん
の
活

動
状
況
等
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
に
役
立

つ
区
報
と

し
て
の
在
り
方
を
、
探

っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
記
事
の
掲
載
は
」

と
か

「
区

・
公
民
館
行
事
に
思

う
こ
と
」
「
隣
組
と
独
立
世
帯

へ
の
考
え
方
」
な
ど
、
地
域
づ

く
り
へ
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

区
報

へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

ト
ト
Ｆ
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よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

二
区
　

林

早
い
も
の
で
、
高
森
町
に
お

世
話
に
な
っ
て
約
二
十
年
に
な

り
ま
す
。
以
前
は
吉
田
に
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
結
婚
二
十
五

年
目
の
夏
に
下
市
田
に
念
願
の

家
を
持
つ
事
が
出
来
、
五
年
余

に
な
り
ま
す
。

私
は
向
か
い
側
の
豊
丘
村
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
子
供

の
頃
は
出
砂
原
と
言
え
ば
商
店

が
建
ち
並
び
、
オ
ー
バ
ー
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
ち
ょ
っ
と
し
た

都
会
の
よ
う
な
感
覚
で
見
て
お

り
ま
し
た
。
特
に
夏
に
開
催
さ

れ
ま
す
灯
籠
流
し
は
特
別
大
き

な
催
し
の
な
い
当
時
の
事
、
私

に
と

っ
て
は
唯

一
の
楽
し
み
で
、

通
称
伴
野
公
園
の
堤
防
で
二
十

人
余
り
の
老
若
男
女
が
お
菓
子

等
を
食
べ
乍
ら
川
の
流
れ
に
浮

き
沈
み
す
る
灯
籠
と
、
夜
空
に

大
き
く
広
が
る
花
火
に
歓
声
を

上
げ
賑
や
か
な
夜
の

一
時
を
過

ご
し
た
も
の
で
す
。

今
は
自
分

の
家

の

真
正
面

で
花
火
が

ナ

ト

子

　

上
が
り
、
尚

凛
層

．
．　
　
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
が
、
あ
の
頃

の
事
が
と

て

も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
十
数
年

の
間
に
、
高
森

の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
何
軒
も

の
大
型
店

が
出
来
、
道
路
事
情
も
良
く
な

っ

て
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
地
域

の
為

に
頑
張

っ
て
来

ら
れ
た
商
店
街
も
昔

に
比

べ
少

し
寂
し
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。

良
く
考
え
て
見
れ
ば
便
利
な
様

で
反
面
車

に
乗
れ
な
い
お
年
寄

り
は
買
い
物
も
ま
ま
な
ら
な
い

と
い
う
不
便
さ
も
感
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ

れ
も
時
代

の
流
れ
で
仕
方
な
い

と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
。

便
利

に
な

っ
て
自
然
が
全
く
破

壊
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
高
森
は
自
然
が
い

っ

ぱ

い
で
す
。
野
山

の
緑
と
、
そ

の
中
を

ロ
ー
カ
ル
線
が

「
ゴ

ッ

ト
ン
、
ゴ

ッ
ト
ン
」
と
走

っ
て

行
く
情
景
は
何
と
も
言
い
よ
う

の
な
い
安
ら
ぎ
を
憶
え
ま
す
。

こ
の
自
然
が
こ
れ
以
上
壊
さ
れ

ず
、

い

つ
ま
で
も
護
ら
れ
て
行

く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

・
本
欄
は
都
合

に
よ
り

「
よ
う

こ
そ
下
市
田

へ
」

に
変
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
中
運
動
教
室
に
参
加
し
て
　
　
な
い
。
何
と
か

五
区

伊
奈
川
京

子
　
和
潤
ａ
叫
れ
知

「
あ

っ
、
二
番
目
は
お
前
さ
　
先
、
水
中
運
動
教
室
の
募
集
が

ん
だ
よ
。
」
と
平
成
十
三
年
町
　
あ

っ
た
の
で
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
言
う
。
　

泳
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
か
の
念

「
う
そ
だ
、
判
り

っ
こ
。
」
そ
れ
　
押
し
は
し
て
お
い
た
。
家
で
は

で
も
気
に
な
る
の
で
見
る
と
、
　

水
に
入
る
こ
と
が
怖
く
な
い
の

水
中
運
動
教
室
の
写
真
に
写

っ
　
か
と
果
れ
ら
れ
る
。
水
着
姿
が

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
ど
気
に
し

一
昨
年
頃
か
ら
腰
の
調
子
が
　
て
は
い
ら
れ
な
い
。
全
く
泳
げ

悪
く
、
腰
を
伸
　
な
い
の
で
ち
ょ
っ
と
は
心
配
。

ば
し
て
歩
け
な
　
と
に
か
く
仕
事
も
介
護
も
自
分

い
。
百
歳
ま
で
　
の
体
調
を
整
え
る
こ
と
が
第

一
。

生
き
る
と
い
う
　
　
身
体
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
教
室

千
春
ば
あ
さ
ん
　
は
始
ま

っ
た
。
初
め
て
プ
ー
ル

の
介
護
も
苦
痛
　
に
入
る
。
温
水
と
は
い
え
冷
た

だ
。
梨
を
入
れ
　
い
。
肩
ま
で
沈
め
て
歩
く
と
足

た
コ
ン
テ
ナ
ー
　
の
裏
が
ぴ

っ
た
り
底
に
つ
き
に

二
十
世
紀
の
思
い
出

四
区

中

塚

昭

美

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い
出

が
あ
り
ま
す
か
。
あ
の
恐
ろ
し

い
戦
争
。
「
ほ
し
が
り
ま
せ
ん

勝

つ
ま
で
は
」
の
合
い
言
葉
。

食
べ
物
は
な
く
毎
日
が
勤
労
奉

仕
。
勉
強
等

一
切
出
来
な
い
時

代
。
間
も
な
く
敗
戦
と
な
り
益
々

生
活
は
苦
し
く
な

っ
て
来
た
。

教
育
制
度
も
六
三
二
制
と
な
り

新
制
中
学
と
な

っ
た
。
生
活
も

日
が
経

つ
と
共
に
落
ち
着
い
て

来
た
矢
先
、
空
を
真
赤
に
染
め

た
飯
田
市
の
大
火
。
時
の
過
ぎ

る
に
従
い
生
活
に
活
気
が
出
て

来
た
。
今

一
つ
思
い
出
に
残
る
の
は

三
六
災
害
。
田
畑
、
家
等
は

一

瞬
に
し
て
流
失
。
他
に
記
憶
を

辿
れ
ば
、
沢
山
に
良
い
事
、
悪

い
事
が
有
り
ま
す
。

一
方
生
活
の
変
わ
り
を
思
い

出
し
て
見
ま
し
ょ
う
。　
一
つ
の

例
と
し
て
、
風
呂
は
如
何
で
し
ょ

う
。
夜
空
の
星
を
眺
め
な
が
ら

の
露
天
風
呂
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂
。

大
釜
の
五
衛
門
風
呂
、
蓋
が
二

枚
あ
り
二
枚
共
に
外
し
て
入
り

足
の
裏
を
や
け
ど
を
す
る
。
小

判
型
の
桶
の
ヘ
ソ
風
呂
、
間
違

え
て
栓
を
抜
い
て
大
失
敗
。　
一

寸
ぜ
い
た
く
な
タ
イ
ル
風
呂
等

と
色
々
な
風
呂
。
今
日
で
は
全

く
見
当
た
り
ま
せ
ん
ね
。
当
時

火
事
の
原
因
は
ほ
と
ん
ど
風
呂

の
煙
突
の
加
熱
、
火
の
不
始
末

で
あ

っ
た
。
又
子
供
の
仕
事
は

決
ま

っ
て
風
呂
の
水
汲
み
、
近

く
の
川
の
水
を
運
ん
で
風
呂
に

入
れ
る
、
等
Ｌ
色
々
と
思
い
出

す
が
、
今
日
で
は
全
く
考
え
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
。

川
の
水
は
汚
れ
、
又
水
量
も

少
な
く
環
境
は
悪
く
な
る
ば
か

り
。
水
の
扱
い
は
全
て
水
道
扱

い
と
な
り
、
全
て
の
家
庭
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。
蛇
口
を
廻
せ

ば
水

・
湯
が
何
時
で
も
出
て
く

る
。
世
の
中
の
変
わ
り
は
知
ら

な
い
内
に
変
わ

っ
て
来
た
。

二
十
世
紀
を
今

一
度
振
り
返

り
、
思
い
出
を
辿
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

く
い
。
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と

イ
ル
カ
に
な
っ
た
気
分
だ
。

足
も
思
い
き
り
大
き
く
転

せ
る
。
水
か
き
の
あ
る
手

袋
を
は
め
て
腕
が
ひ
き
じ

ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

最
終
回
に
身
体
測
定
を
し

た
が
、
数
値
の
好
転
は
な

か

っ
た
。
毎
回
楽
し
い

一

時
間
で
皆
勤
し
た
。
帰
宅

し
て
の
お
茶
は
お
い
し
く
、

仕
事
に
も
介
護
に
も

「
さ

あ
、
や
る
ぞ
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
る
。
腰
は
以

前
よ
り
少
し
は
良
く
な

っ

た
と
感
じ
て
い
る
。

長
い
人
生
を
考
え
た
ら
、

週
に

一
時
間
位
ど
う
に
で
も
な

る
。
自
分
の
体
調
を
整
え
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
誰
も
が

利
用
し
易
い
健
康
づ
く
り
の
施

設
が
近
い
所
に
ほ
し
い
と
思
う
。

運
動
を
続
け
て
、
い

つ
か
は

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

っ

て
い
る
。

γ
´

1」

ρ

I
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
四

遠

山

浩

「
走

っ
て
こ
い
っ
。
」

コ
ー
チ
の
き
び
し
い
声
が
ひ

び
く
。
ぼ
く
は
ス
ポ
少
の
サ
ッ

カ
ー
に
入

っ
て
い
る
。
朝
七
時

～
九
時
ま
で
中
学
の
グ
ラ
ン
ド

で
練
習
し
て
い
る
。

ぼ
く
は
、
今
ま
で
友
だ
ち
は
、

た
く
さ
ん
い
た
け
ど
、
ス
ポ
少

に
入

っ
た
ら
さ
ら
に
友
だ
ち
が

で
き
た
。
と
く
に
み
ぶ
君
は
、

走

っ
て
い
る
時

に
、
「
が
ん
ば

れ
よ
、
お
く
れ
る
な
よ
。
」

と
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

練
習
す
る
一崚

時
ど
き
ペ
ア
ー

軍
‐

（
三
区
）

一』
瑚
れ
薇
『
名

の
時
も
み
ぶ
君
と
い

っ
し
ょ
、

ほ
か
に
も
仲
よ
く
し
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
。
よ
う
た
君
、

し
げ
き
君
、
ゆ
う
き
君
、

こ
の

四
人
は
仲
よ
し
四
人
組
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
仲

の
い
い
四
人
。
そ

し
て
こ
の
四
人

の
目
標
は
、
イ

ン
ス
テ

ッ
プ
で
シ

ュ
ー
ト
す
る

こ
と

で
す
。

さ
ら
に
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は

先
生

で
す
。

何
回
も
や

っ
て
る
ん
だ
け
ど
、

今
年
の
目
標

中
二

堀

田

陽

わ
た
し
は
学
校
生
活
の
中

で

が
ん
ば

っ
て
い
る
こ
と
と
、
楽

し
い
こ
と
が

一
つ
ず

つ
あ
り
ま

す
。が
ん
ば

っ
て
い
る
こ
と
は
部

活
動

で
す
。
わ
た
し
は
今
、
女

子

テ
ニ
ス
部
に
入

っ
て
い
ま
す
。

ら
け
る
イ
ン
サ
イ
ド
ゴ
ー
ル

で
す
。
そ
し
て
も

っ
と
も
む

ず
か
し
い
カ
ー
ブ
ゴ
ー
ル
で

す
。
カ
ー
ブ
ゴ
ー
ル
は
、
足

の
親
に指
で
け
る
や
り
方
で
す
。

そ
し
て
そ
の
ぎ

ゃ
く
の
小
指

で
け
る
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、

こ
の
前

の
試
合

で
、
キ
ー
パ
ー
を
や
り
ま
し

た
。ぼ
く
の
次

の
目
標
は
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
で
、
も

っ
と
か

く
じ

つ
に
ボ
ー
ル
を
と
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と

で
す
。

こ
れ
か

ら
も

ス
ポ
少
を
が
ん
ば
り
た

い

で
す
。

た
で
す
。
こ
れ
も
、
練
習
を
が

ん
ば

っ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
け
ど
、
や

っ
ぱ
り

負
け
た
の
は
く
や
し
い
か
ら
、

今
年
は
去
年
以
上
に
練
習
を
が

ん
ば
り
、
大
会
で
勝
て
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

次
に
、
楽
し
い
こ
と
は
友
達

と
の
会
話
で
す
。
休
み
時
間
な

ど
に
友
達
と
好
き
な
話
を
し
た

り
、
勉
強
を
教
え
合

っ
た
り
す

る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

そ
う
い
う
友
達
と
遊
べ
る
休
み

時
間
は
楽
し
い
け
ど
、
勉
強
し

て
い
る
授
業
は
楽
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
む
ず
か
し
く
て
、
わ
か

ら
な
い
所
も
あ
る
し
、
わ
か

っ

て
い
て
も
、
な
か
な
か
発
言
が

で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
も

っ

一
回
も
入
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
毎
週
の
ス
ポ
少
の
時
、

か
な
り
練
習
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
ス
テ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
、
近
く
か

練
習
は
き
び
し

い
と
き
も
あ
る

ウ十

（
一
区
）

し
ヽ
休
み
の
日

に
も
あ

っ
た
り
す
る
け
ど
、
そ

の
分
体
力
も

つ
く
し
上
手

に
も

な
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
練
習
を

し
て
大
会
に
練
習

の
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し

て
、
そ
の
大
会
が
十

一
月
ご

ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
相
手
は
中

学

一
年
と
二
年

で
、
最

初
は
勝

っ
て
い
た
ん
だ

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
追

い

抜
か
れ
て
三
対

一
で
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
前
は
三
対
○

で

一
点
も
取
れ
ず
に
負
け

て
い
た
の
で
、　
一
点
取

れ
た
だ
け
で
も
よ
か

っ

わたしの作文 03
0  0

ぼくの作文

―
農
道

四
七

二
号
線
の
愛
称

―

（農
道
幹
線

一
号
線
）

平
成
六
年
か
ら
九
年
に
か
け

て
完
成
し
た
土
地
改
良
事
業
に

よ
る
区
民
会
館
か
ら
南
大
島
川

ま
で
の
道
路
整
備
が
行
わ
れ
た
。

下
市
田
区
で
は
、
こ
の
道
路
が

区
民
か
ら
親
し
み
や
愛
着
の
持

て
る
よ
う
に
と
愛
称
を
募
集
し

た
。募
集
期
間
は

十

一
月

応
募
名
数
は

三
九
点

十
二
月
の
代
議
員
会
で
選
考

の
結
果
、
「
夕
映
え
道
路
」
と

決
定
し
た
。

栄
え
あ
る
入
選
者
は
、

上

沼

俊

彦

さ
ん

（
三
区
）

木
下
す
み
子

さ
ん

（三
区
）

服

部

満

子

さ
ん

（
四
区
）

ど
ん
な
愛
称
が
応
募
さ
れ
た

か
興
味
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。

採
用
さ
れ
た
夕
映
え
道
路
は
、

こ
の
地
帯
か
ら
見
え
る
夕
焼
け

が
美
し
い
の
で
こ
の
名
前
が
生

ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
似
た
名

前
に
、
夕
映
え
の
道

・
夕
焼
け

と
授
業
が
楽
し
く
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

私
の
今
年
の
目
標
は
、
部
活

を
が
ん
ば
る
こ
と
と
、
授
業
を

楽
し
く
受
け
る
こ
と
で
す
。

ロ
ー
ド
・
茜
道
路
等
が
あ

っ
た
。

惜
し
く
も
次
点
に
な

っ
た
参

道
南
線
は
、
道
路
の
場
所
が
示

さ
れ
将
来
参
道
か
ら
北
方
面

ヘ

延
び
た
と
き
北
線
と
し
て
定
着

す
る
の
で
は
…
と
。

そ
の
ほ
か
多
か
っ
た
も
の
は
、

萩
の
里
を
冠
し
た
名
前
で
あ

っ

た
。
萩
の
里
道
、
…
道
路
、
…

街
道
、
…
農
道
、
…
ラ
イ
ン
、

更
に
南
部
を
冠
し
て
南
部
萩
の

里
線
、
…
ロ
ー
ド
等
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
萩
山
、
萩
だ
け
を
冠
し

た
も
の
も
あ

っ
た
。

富
本

ｏ
柿
を
冠
し
た
も
の
、

ム
ー
ド
的
な
ほ
の
ぼ
の
、
か
け

は
し
、

ハ
ッ
ピ
ー
な
ど
も
あ

っ

た
。

ユ
ニ
ー
ク
な

「
さ
し
ご
農

道
」
は
、
〓
丁

四

・
五
区
を
通

じ
て
い
る
の
で

「
さ
し
ご
」
と

の
こ
と

で
あ
る
。

愛
称

の
あ
る
道
路
は
、
市
田

駅
前
か
ら
線
路
沿

い
を
国
道

に

通
じ
て
い
る
朝
一竜
追
路
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
夕
映
え
道
路
と

は
偶
然
と
は
い
え
お
も
し
ろ
い

結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
愛
称
が
、

永
く
親
し
み
愛
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

（文
責

・
大
屋
敷
清
利
）

ヽ_
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従
来

の
婦
人

会

の
終
局
に
直

面
し
、
と
ま
ど

い

つ
つ
も
、
そ

の
実
生

の
ご
と

く
芽
生
え
た
の

が
こ
の
会
で
す
。

（
四
十
名
）
「女
性
と
し
て
、
地

域
と
ど
の
よ
う
に
係
わ

っ
て
ゆ

く
べ
き
か
」
を
念
頭
に
、
会
員

一
人

一
人
が
生
の
声
を
出
し
合

い
、
会
の
方
向
性
を
考
え
ま
し

た
。ま
ず
、
足
も
と
を
見

つ
め
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
活
動
を
柱
に
据

え
、
月
に

一
度
の
月
例
会
で
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
た
の
し
も

う
…
…
。
と
い
う
事
に
な

っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
四
月
総
会
で

の
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
五
月

は
雑
巾
縫
い
。

（出
来
た
物
は

各
所
に
配
布
）
六
月
は
梅
雨
の

晴
れ
間
に
、
親
水
公
園
で
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
を
た
の
し
み
、
心
と

身
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
七
月
は
萩
の
里
ま
つ
り
、

八
月
は
灯
籠
流
し
、
夏
祭
り
に

そ
れ
ぞ
れ
参
加
協
力
。
九
月
は

夏
祭
り
の
反
省
会
が
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
月
は
文

化
祭
出
展
に
向
け
て
、
や
さ
し

い
手
芸
に
ア
タ
ッ
ク
。
き
れ
い

な
折
ポ
ー
チ
や
小
銭
入
れ
が
出

来
あ
が
り
ま
し
た
。
十

一
月
に

は
地
区
館
の
ス
リ
ッ
パ
洗
い
と

座
ぶ
と
ん
カ
バ
ー
の
洗
濯
、
十

二
月
は
正
月
用
の
お
花
を
松
下

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
縁

起
も
の
の
万
年
青
を
格
調
高
く

活
け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
都
度
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
介
護
保
険
の
実
情
や

老
人
施
設
の
建
設
状
況
等
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
得
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
日
ご
と
に
複
雑
に

な

っ
て
い
る
生
活
環
境
で
す
が
、

女
性
が
明
か
る
け
れ
ば
地
域
も

明
か
る
い
と
か
…
…
。

今
後
も
和
や
か
な
会
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

寮
等
を
含
め
る
）
を
併
せ
約
四

百
世
帯
に
達
し
ま
す
。
ア
パ
ー

ト
、
分
譲
住
宅
等
の
申
請
が
多

く
今
後
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

他
の
地
区
に
比
し
大
変
大
世
帯

に
な
り
ま
す
。

と
な
り
ま
し
た
。
区
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
利
用
し
て
頂
け
る
会

所
の
出
来
る
事
を
願
う
も
の
で

す
。
会
所
完
成
を
機
会
に

一
層

地
域
住
民
の
融
合
を
図

っ
て
行

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ダ
サ
ラ
婦
人
の
会

六
区

北
林
洋

子

最
近
の

一
区
の
動
き

一区
副
部
落
長
　
喜健
　
　
”灯
摯時

下
市
田

一
区
　
　
現
在
下
段
に
あ
る

一
区
生
活

は
現
在
十
九
の
　
セ
ン
タ
ー
に
加
え
此
の
度
農
協

常
会
、
隣
組
数
　
支
所
隣
接
地
に
上
段
会
所
を
建

三
十
八
、
世
帯
　
設
す
べ
く
会
所
建
設
委
員
の
方

数
三
百
二
十
四
　
を
始
め
地
域
の
皆
様
の
御
理
解

世
帯
よ
り
な
り
　
と
御
協
力
に
よ
り
会
所
の
設
計
、

之
に
独
立
世
帯
　
見
積
り
、
入
札
も
終
了
し
、
平

（
ア
パ
ー
ト
、
　

成
十
三
年
度
に
は
完
成
の
運
び

何
分
に
も

一
区
は
大
世
帯
で

広
範
囲
で
す
の
で
、
道
路
問
題
、

水
利
の
問
題
、
安
全
施
設

の
問
題
等
数
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の

一
つ
に
独
立
世
帯
の
解

消
問
題
が
あ
り
ま
す
。
常

会

へ
の
加
入
、
又
常
会
新

設

へ
の
働
き
か
け
を
し
て

参
り
道
路
維
持
、
河
川
清

掃
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
等
、

又
区
で
行
う
各
イ
ベ
ン
ト

等
を
通
じ
近
隣
の
方
々
の

交
流
を
図
り
、
協
力
し
て

生
活
環
境
を
高
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い

一
区
を
築
き
上

げ
て
行
く
べ
く
御
協
力
の
程
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

一区上段会所完成予想図

西側立面図

東側立面図

公
民
館
の
あ
り
方
等

研
究
い
た
だ
い
た

下
市
田
公
民
館

研
究
委
員
の
皆
さ
ん

▽
区
三
役

（富
田
隆
仁
、
塩
沢

学
、
大
沢
操
）
▽
部
落
長

（上

沼
啓
孝
、
小
池
正
春
、
仲
平
清
、

玉
置
俊
通
、
小
川
真
澄
、
大
屋

敷
清
利
）
▽
学
識
経
験
者

（原

次
郎
、
北
原
洲
平
、
松
岡
修
二
、

伊
奈
川
京
子
、
池
田
政
子
）

▽
分
館
長

（石
原
宏

一
、
上
沼

輝
実
、
原
勝
夫
、
竹
村
征
夫
、

久
保
田
利
明
、
栗
沢
宗
重
）

▽
支
館
三
役

（木
下
豊
、
小
宮

山
佳
子
、
北
林
倫
子
）
▽
支
館

部
長

（宮
下
幹
雄
、
加
藤
茂
美
、

松
沢
重
利
、
古
木
英
男
）

の
年
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を

検
討
し
た
結
果
、　
一
月
二
十
八

日
に
高
寿
会
の
皆
さ
ん
の
指
導

を
お
願
い
し
て
繭
玉
や
餅
花
な

ど
を
み
ん
な
で
作
り
、
又
お
雑

煮
や
お
じ
る
こ
を
食
べ
な
が
ら

下
市
田
の
昔
の
小
正
月
を
思
い

出
し
、
体
験
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

教
養
講
座

（講
習
会
）

に
つ
い
て

下
市
田
支
館
の
本
年
度
最
終

事
業
の
教
養
講
座
は
講
演
会
と

講
習
会
を
隔
年
に
行

っ
て
来
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
は
講
習
会

区

報

（館
報
）

編
集
委
員
会
か
ら

下
市
田
区
報

（館
報
）
編
集

委
員
会
で
は
毎
年
日
帰
り
の
研

修
旅
行
を
行

っ
て
来
ま
し
た
が
、

本
年
は
趣
向
を
変
え
て
二
月
二

日
午
後
か
ら
出
発
し
て
地
元
新

聞
社
を
見
学
し
た
後
、
昼
神
温

泉

一
泊
、
翌
朝
帰
町
の
計
画
を

し
ま
し
た
が
、
平
日
の
昼
間
は

参
加
出
来
な
い
人
が
多
い
為
、

新
聞
社
見
学
を
省
き
夕
刻
出
発

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
有

意
義
な
研
修
を
行
い
、
次
号
で

報
告
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
幕
明
け
の
年
を

迎
え
、
今
世
紀
こ
そ
平
和
で
人

の
命
が
大
切
に
さ
れ
、
金
や
物

を
見
直
し
、
お
互
い
に
支
え
合
っ

て
、
心
休
ま
る
暮
ら
し
の
で
き

る
時
代
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。
そ
う
し
た
私
達
の
願
い
の

中
で
Ｉ
Ｔ
革
命
と
言
わ
れ
る
時

代
を
迎
え
、
地
球
の
裏
側
の
情

報
で
も
瞬
時
に
私
達
の
所
ま
で

流
れ
て
来
る
。
又
流
す
こ
と
も

で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

が
隣
近
所
、
そ
の
地
域
の
情
報

や
、
支
え
合
う
心
を
妨
げ
る
結

果
と
な

っ
て
は
困
る
。
又
、
地

域
の
人
達
が
綴
り
、
伝
え
合

っ

て
来
た
も
の
を
大
切
に
し
た
い
。
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